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COVID19パンデミックの現状

・主要各国と日本との比較： Financial Timesデータより

欧米日韓とも新規陽性者は高止まり。死亡者数も中位安定といったところ。
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COVID19パンデミックの現状
・日本の現状： 札幌医科大と東洋経済データより

・第6波はピーク越えしたが高止まり、沖縄は第7波。実効再生産数は１前後でダラダラ横ばい、死亡
者は減少。 4月の報告時とあまり変わっていないが、With Coronaと言うことか。
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インバウンドの見通し
・ウクライナ侵攻の影響： 全日空便の欧州ルートは大きく迂回

日本→欧州はアラスカ・北極経由 欧州→日本は黒海・中央アジア経由
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インバウンドの見通し
・コロナ禍前後の訪日外国人数： JNTO（日本政府観光局）データ

2022年年初からの推移

＊現場レベルではガイドの引き合いが
ジョジョ 徐々に出始めている。
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